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■食料、エネルギー、ケア（たすけあい）の

自給圏づくり（自治）をすすめる。

■エネルギー基本政策

脱原発、エネルギー自治、CO2削減

■人と自然が共生していく社会をめざし

「つくる、使う、減らす」を具体的な計画へ

⇒減らす（省エネルギー）

⇒つくる（再生可能エネルギーをつくる）⇒自然エネ発電所

⇒使う（再エネ電力を選択して使う）⇒生活クラブエナジー

生活クラブ総合エネルギー政策
＜2013年12月連合理事会決定＞



生活クラブ エネルギー７原則

① 省エネルギーを柱とします。

② 原発のない社会、CO2を減らせる社会をつくります。

③ 地域への貢献と自然環境に留意した発電事業をすすめます。

④ 電気の価格や送配電のしくみを明らかにします。

⑤ 生活クラブの提携産地との連携を深め、エネルギー自給率を高めま
す。

⑥ エシカルコンシューマーとして、再生可能エネルギーによる提携生産
者が発電した電気を共同購入します。

⑦ 生産から廃棄までトータルに責任を持ちます。

※エシカルコンシューマーとは、「環境や社会に配慮した商品・サービスを選択し、購入・
利用するなどの消費行動をつうじて、社会的な課題の解決に寄与していこうという意識を
持った消費者」のことで、エコロジーやグリーンなどをさらにすすめた「倫理的・道徳的な
消費活動」に取り組む人々をいいます。



生活クラブ
風車

2016年からの㈱生活クラブエナジーによる
電力調達と供給事業モデル

組合員（家庭部門）
（低圧接続）

生活クラブ
事業所

生産者
産地 組合員宅の

太陽光

2019年～卒fitf購入

再エネ電力の調達（低圧）再エネ電力調達（高圧/低圧）

電力供給（高圧・低圧）

・組合員宅で発電した太陽光の
余剰電力買い取り。
・省エネの推進。

生活クラブ事業
所の太陽光の電
力をFITで購入。

供給に合わせて
調達先を拡大。

生産者の工場の屋上での太陽光
発電や、生産地で、風力、小水力、
バイオマス発電の推進。
発電した電力をFITで購入。

組合員出資やカンパの検討。

生活クラブ
ソーラー

組合員家庭に供給し需要規模
が拡大すると、風車やメガソー

ラーの電力の活用も可能に。

・電力卸取引市場（JEPX）

2016年以降、電力小売り完全自由化。
低圧接続事業所と、
組合員家庭への電力供給。
⇒「生活クラブでんき」の共同購入
スタート！

生活クラブ事
業所 （高圧/
低圧接続）

全ての単協の事業所
（高圧・低圧）やデポー

6月先行供給からスタートし、
供給エリアを拡大

㈱生活クラブエナジー
2020年～

需給調整業務自前化

生活クラブ生産者
運動グループ

（高圧/低圧接続）

意志ある生産者や
運動グループの
事業所や工場

市民電力

連携、小水力
バイオマス発

電所



2019年度生活クラブエナジー実績

■契約数 低圧16,000人 高圧96事業所

■供給電力実績 79,299MWh

■供給エリア

北海道、東北、関東、中部、関西

■契約（調達）再エネ発電所61か所＋100

か所の卒FIT太陽光

■事業高 約24億円

■再エネ比率（年間実績値/全国計）63.7％



地域に資する自然エネルギー開発

■秋田県にかほ市 生活クラブ風車「夢風」

◆地域間連携による地域に資する風車をめざす。

1.地域間連携による持続可能は自然エネルギー社会づくりに向けた

共同宣言（2013年8月）

⇒生活クラブ首都圏4単協（東京、神奈川、埼玉、千葉）、（一社）グリ

ーンファンド秋田（夢風の事業目的法人）、にかほ市の６者

2.共同宣言を具体化するための「連携推進協議会」を設立

3.風車「夢風」を縁とした夢風ブランドの開発と生産者連絡会の設立

★にかほ市自然エネルギーによるまちづくり基金条例の制定（6月議会承認）

⇒夢風は年間売電量の１ｋｗあたり0.5円の基金拠出を理事会決定

★にかほ市風力発電ゾーニング事業の開始（環境省事業）

2020年度ゾーニング報告書まとめ

⇒条例制定？ 地域循環共生圏（ローカルSDGｓ）への展望



風車「夢風」の波及効果

1.風車を縁とし「夢風」の発電による剰余金を活用した相互の
人的交流事業（毎年 交流人口150人超）
⇒相互視察、学習会、フォーラムなどの開催、復興支援まつり
など各単協の行事やイベントへも参加

2.にかほ市の特産品の取り組み（4単協独自品としての取組）
3.デポーにかほフェアの開催
4.「夢風ブランド品」の開発（2015年度4品目スタート）
5.「夢風」の地元営農組合との連携による「加工用トマト栽培」
⇒2016年継続、更に大豆や加工品（きりたんぽ等）の取組へ
6.室町時代から続く地元の蔵元で地元で栽培された酒米と水で
仕込んだ大吟醸酒「夢風」の開発

7.エネルギー教育の普及
8.年間約3000万円の経済波及効果



庄内・遊佐太陽光発電所建設の目的

1）生活クラブ総合エネルギー政策の「つくる」、「使う」の

具体化

⇒将来は再エネ発電＋地域に供給する仕組みをつくりたい。

2）生活クラブエネルギー7原則にもとづく取組み

3）庄内エリアのＦＥＣ自給ネットワーク構想を推進する

4）エネルギーを接着剤に持続可能な地域社会をつくる

5）おおぜいの関係当事者の参加とネットワークを広げる



庄内・遊佐太陽光発電所概要

◆事業地域：山形県飽海郡遊佐町吉出地区ほか

◆事業期間：2019年2月から20年間（その後の延長も可能）

◆事業主体：㈱庄内自然エネルギー発電（生活クラブと提携生産

者で設立）

◆設備容量：太陽電池約18MW（太陽光パネル66,440枚）

◆発電電力量：18,000MWh/年（約5,700世帯の消費電力

量に相当）

◆CO2削減量：9,200t-CO2 /年（排出量換算値：0.512kg

-co2/kＷh）

◆売電先（売電単価）：㈱生活クラブエナジー、東北電力（20

年間はFIT@36円）◆売電収入予測：6億3,000万円（20年
間平均）◆操業経費予測：1億2,500万円（20年間平均）

◆発電所総工費：約50億円 ◆運転開始：2019年2月



資金調達スキーム
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庄内自然エネルギー発電基金

■庄内遊佐太陽光発電所の剰余を庄内FEC自
給ネットワーク構想の実現のために毎年寄付

＊2020年2月 1000万円を寄付

⇒毎年1000万円の拠出（予定）

■基金運営協議会を設立へ

⇒共同宣言5者/酒田市、遊佐町、生協庄内親生
会、生活クラブ連合会、㈱庄内自然エネルギー
発電

■2021年以降、申請受付、助成開始へ



ご清聴ありがとうございました。

13

「未来は予測するものではない
選びとるものである。」


